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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす 社会科学の専門性を軸足とする解決方法を提案し，自然科学と
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く 協働しながら課題解決に導けるようになるために，そうした協
力を身につける。 働の実例として，損害保険における数理の基本理論を学び，社

会活動に伴う種々のリスクを定量的に評価できるようになる。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済

専門知識を応用・実践する力として，計量的分析手法によるデ 計量的分析手法によるデータ解析を用いたリスクの定量的評価
ータ解析を用いたリスクの定量的評価，実験経済学による社会 のスキルを習得し，企業行動の決定を行う能力を身につけるた
制度の機能の検証，医療や福祉の現場における社会調査の手法 めに，具体的なスキルとして，損害保険におけるリスクの定量
を実践した地域の問題発掘，法の経済分析を通じた法制度の効 的評価で用いられている数理の基本理論やデータ解析手法を学
果・影響の検証，などのスキルを習得し，経済の実情に即した び，基本的な事例に対して企業行動の決定に資する答えが導け
政策提言，あるいは企業行動の決定を行うことができる能力を るようになる。
身につける。

⇔

【2020年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門領域での基礎知識として，経 経済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける
済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける。 ために，応用例として，損害保険の経済活動を支える数理にお
そして，経済理論の応用分野として，金融，公共政策，法や制 いて用いられている基本理論および統計的手法を学び，基本的
度の経済分析をテーマとする3 つの専門コースで，専門知識を な事例における実践的課題が解決できるようになる。
具体的な問題解決に実践する力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 初回に損保数理の全体像を紹介します。
第2回から第6回では，損害保険の仕組みの紹介からはじめて，保険料率を算定する際に用いるさまざま
な手法やモデリングや理論を解説します。
第7回から第10回では，損害保険の決算で重要な支払備金と，特徴的な商品である積立保険について解説
します。
第11回から第15回では，損害保険事業に伴うリスクに対処するためのさまざまな概念や理論や仕組みや
手法を解説します。
本授業では，担当教員が保険業界の実務経験を活かして損害保険数理の講義を行います。

(5)授業計画 講義は一度に2時限（2回分）ずつ連続で行います（最終日のみ１時限）。初日（第1回、第2回）と最終
日（第15回）だけは、リアルタイムの遠隔講義で行います。
以下の講義を行う予定です。授業の進捗状況により、変更することがあります。
第１回（担当：岩沢）損保数理の全体像　※リアルタイムの遠隔講義で行います。
第２回（担当：松森）損害保険の基礎　※リアルタイムの遠隔講義で行います。
第３回（担当：松森）保険料率の算出
第４回（担当：松森）一般化線形モデル
第５回（担当：松森）ベイズ理論
第６回（担当：松森）信頼性理論
第７回（担当：佐野）支払備金
第８回（担当：佐野）IBNR備金
第９回（担当：佐野）積立保険の概要
第10回（担当：佐野）積立保険の数理
第11回（担当：藤田）保険料算出原理
第12回（担当：藤田）リスク尺度
第13回（担当：藤田）大口リスクモデリング
第14回（担当：藤田）再保険の基礎
第15回（担当：藤田）再保険の数理　※リアルタイムの遠隔講義で行います。最後の15分で授業アンケ
ートを行います。

第6回，第10回，第15回の授業でレポート課題を提示する予定です（計3回）。提出期限はそれぞれのお
よそ2週間後を想定しています。

(6)成績評価の方
法

成績は3回のレポートによって評価し、各回の比重は均等とする。

(7)成績評価の基
準

授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「合格水準にある」，応用問題 が解ければ「やや上にあ
る」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題からは難しい応用問題が解ければ「卓
越している」と評価します。

(8)事前事後学習
の内容

復習とレポート課題を中心に授業内容の定着を図ることを想定しています。

(9)履修上の注意 基本的な確率分布(正規分布，二項分布，ポアソン分布，ガンマ分布等)の知識を有していることが望ま
しいです。保険に関する予備知識は不要です。



(10)質問,相談へ
の対応

各講義の最後に質問時間を設けますが，授業中に質問いただいても問題ありません。講義時間外の質問
は，各講師がメールにて受け付けます。

【教科書】 日本アクチュアリー会『損保数理』（PDF版が同会のサイトhttps://www.actuaries.jp/examin/textbook/ 
から無料でダウンロードできる。紙の本も同会から購入可能）

【参考書】 『標準 ベイズ統計学』ピーター．D．ホフ著，入江 薫, 橋本 真太郎, 菅澤 翔之助 (翻訳)，朝倉書店
，2022.6
その他の参考図書を授業中に紹介する場合もあります。


